











記され、下方欄外に記 され ノンブルによっ 、 『春修羅』原稿の成立初期 、 現存第一四二～一四三葉」に

































見すると奇妙にも思える「各連が、展示された児童の自由画の一点一点に該当する」叙述であると分かれば、 「児童たちの溌剌たる筆致、とらわれない自由な構想力の展開」があり、 「そこに現在の私たちはひとつの歴史性として大正自由主義教育の持つ解放感を見出 こ 」ができつつ、しかし この「自由画検定委員」という作品自体に即した時には「単に超時代的な明るい空想が残されているばかりで」 「一本木野」 ・ 「鎔岩流」連作のような「自然社会に挟撃されながらせ 上げられてくる」 「わたくし」の意識が集と ての『春と修羅』 作品相互に呼応しあう
ような様相は見出せないだろうと述べておいた。
とはいえ、論中に引用した『岩手日報』十一月十一日付



























稗貫郡農会が主催し、花巻町花城小学校を会場として、岩手県知事牛塚虎太郎を総裁に推し、郡農会長梅津善次郎会長として開催されたものだが、花城小学校 階下で家禽と郡内名産品の陳列・即売 行い、階上で県内各小学校から集めた児童自由画と、七光社 移動洋画展覧会、その他菊花品評会、旧家及び名士の秘蔵愛玩にかかる書画骨董品類展覧などを催し、生け花展や県下児童庭球大会なども企画された一大行事であった。
七光社の花巻での移動展は、すでに前年、大正十一年
十一月に六郡の農産 が催された際に開催されていた。十一年十一月二十日に「期待 る／花巻の絵画展覧会／七光社蜻蛉社の八十点と／同地研究員作品を集め／廿








吉三郎、岩手軽便鉄道常務は三鬼鑑太郎、花巻電鉄重役は菊池忠太郎、花巻川口町長は梅津善次郎（妻ヨシ、通称セツは賢治母イチの妹） 、花巻町長 清水秀夫で いずれも地域政財界の要人である。
この、 大正十一年の展覧が機となって阿部等が「雑草社」
を結成し、翌十二年の児童自由画展へと続いてゆく。阿部は、紙・紙器を商いつつ絵を描いており、 『春と修羅』の外函と、その文字は彼の作という。函は書籍用と うより菓子折に近いハトロン紙張りだが、ヒラに貼られた白紙の白抜き枠内に 当時としては珍しい左横書きの手書き文字でタイトルが「春と修羅／心象スケッチ／宮沢賢治」の三行で刷られていた（背は、 「春と修羅
　
宮沢賢治」と縦書） 。
後述する、大正十三年八月の花巻農学校での田園劇上演に際しては舞台背景を担当して るなど この時期 賢治身近にあった地元の芸術青 として忘れてはならな 一なのである。
再び、十二年の記事に戻って、後半部には「自由な筆致









よりつつ摘記するが、児童自由画 創唱者山本鼎は明治十五年に生まれた。小学校四年を修了して木口木版工房の徒弟とな 、年季奉公 経て、東京美術学校西洋 科選科
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予科に入学したのは明治三十五年。 三十九年に同校を卒業。翌年、石井柏亭、森田恒友と「方寸」を刊行するなど伝統版画の革新運動を展開し、四十五年、二十九歳でフランスに渡り、版画、油彩画の研究を続ける。大正三年、第一次世界大戦の戦禍をロンドンに避けたりしながらパリ滞在を続け、五年に帰国の意を固めて、三月イタリアに旅し、六月パリを立ち、夏にはモスクワに滞在して、十二月に帰国した。西欧近代美術 来歴 踏まえた上に 帰国前にモスクワで見た、児童への美術教育と、農民 工芸制作品が受け入れられている実態 うたれた経験が、そ 後 山本の啓蒙活動の基本姿勢を生んでいる。父 一郎が苦労 て開業していた医院のある長野県小県郡上川村（現上田市）大家の両親のもとに落ち着 ていた山本 帰国歓迎会 大正六年正月に催され、 金井正らとの縁ができ 翌年十二月、 「自由画教育運動の端緒」である講演「 自由画の奨励」近隣教職員に呼びかけて神川小学校で行われ、さら 大正八年四月二十七、 二十八日の神川小学校における「第一回児童自由画展覧会」開催 運びとな 。総数九千八百点のうちから千八十五点を選んで展示、 「初日には六百人の聴衆」が集まり「鼎が自由画の主旨を 片上伸が『感情教育の現実及理想』を」 「岸辺福雄が『児童本意 黒板拭き』 」を講演。東京から岸辺に同行した 『読売新聞』 記者や 『信
濃毎日新聞』 記者が大きく記事にして、 世間の関心が高まった。片上はモスクワ滞在中に鼎と出会っ いた。以後「自由画教育運動 大きな波紋を描いて長野県下から東京へ、そして全国的にひろがっていったのである。 」
先に見た大正九年頃にはじまる『岩手日報』記事もこの








開していた実業家井上保三郎の子息房一郎が中心となったが、 井上と山本の出会いは、 大正六年に山本が星野温泉（現在の軽井沢町中軽井沢）に滞在中に富岡製糸場の場長だった大久保佐一と知遇を得て、大久 が山本にアトリエの贈呈を申し出て 翌七年夏に出来たアトリエが井上の実家の別荘の近くだったこ などによる。
前掲評伝で小崎も「市内の小学校で代用教員をしていた
森銑三が、 山本鼎が同県人であるという立場で手伝ったが、アナーキズムに興味を持 ていた井上が、趣意書のなかクロポトキンの教育論を引用しているのが群馬県学務課長の目にとまり、学務課ではあわて 県下の小学校長宛 出品は慎重を期すようにとの文書 付 の 、出品を取り止めた学校が多くでたからである。 」 「この一枚の趣意書のために協力者森銑三は小学校を辞めなければならなくなった。 」と記している。大正九年九月 、縁あって南小学校の代用教員 なっ た森 愛知県 出身 山本の両親も岡崎が本籍である。ただし、森の解職の事情は、やや違っている。熊倉書には、自由画制作に「小学生の自然な反応
に対して、教師の参加は少なく、積極的に参加した『たった一人の学校の先生』が森銑三（一八九五～一九八五、 後、東京大学史料編纂所教授）だった。森は、当時、南尋常小学校代用教員で、本展覧会や童謡投稿誌『小さな星』をめぐる校長との対立等で解職される。 」としている。書誌学者として知られる森の著作集（正・続。中央公論社刊）にはエッセイも収録されており、関連す 文章を探すと 「図書館の特別室」 （ 『噫瓊音沼波武夫 昭和
3年、瑞穂会
刊） 、 「現代教育に対す 私見」 （ 『日本及日本人』昭和
8・
10～









る先輩や同僚のことと共に、 「全くの事務家で 「同一内容のものを同一方法で児童に注入せ めたい」という方針で学校経営にあたっている校長や、それに沿った学事会運営のあり方を批判する文章を市内の雑誌に投稿し、勤務校である南校以外の「他校の校長の怒まで買」って、市 助役から説諭を受けたこと、その後は「公然書いたりする」は慎んだことが書かれている。しかし、大正九年の内に知り合っていた東校の栗原長治と、その後、大正十年七月童謡の雑誌 『小さな星』 の刊行を始める。 当初二、 三百部だたものが「県下一円に行渡 」 、後には「三千部近く刷る
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ようになったといい、南校や東校の他中央校にも滲透したが、北校の校長とは衝突し、やがて校長会でも問題視されるようになった末、大正十一年三月の学年末、卒業式の四、五日前に 校長から「南校をよ て貰ふことになつたから、辞職願を出してくれ給へ」 いわれたが、 「辞職願」を出さないままにいたところ、卒業式後数日し 封書で「解職す」との辞令が届けられ、 解職されたという。栗原の方は、市外遠隔地校に転勤させられた だった。
経緯は「現代教育に対する私見」が詳しく、これが発表
された昭和八年は、すでに満州事変の開始後で、左翼共産主義活動等への弾圧と佐野・鍋山の転向声明が出されて転向の時代と呼ばれるこ になる年ではあるが、森の児童中心の自由主義的教育観が率直に記された評論である。 ま 、童謡雑誌『小さな星』の刊行に関しては「小さな星の思い出」が詳しい。大正十年の自由画展覧会に関する記述は著作集収録の文章には見えないが、敬意を抱いた図画 専科訓導にこの雑誌制作 ための図案やカットを描いてもらったり、やがては「 『小さな星』の表紙に、子供 自由画を原色版にして貼付したいなどとも相談し合つた 記しおり、共感が示されていた。
前掲熊倉書に、高崎市のホームページ「たかさき一〇〇
年」記事によって森が「馘られ 教師の手記」を『上毛新
聞』に七回にわたって連載した後、高崎を去ったとあったが、この連載は著作集には未収録と思われるので確認してみると、大正十一年四月十六日から五月三日にかけて、全十四章に渡って され、三月の辞職願を迫ら た日のやりとりから解職までの具体的やりとり、遡って、この学校の校長の教育観、姿勢や振る舞い、些末、権威主義 児童の発育のためではない、統制的、画一的で、その意味で真に教育 責任を果たしているとは言い難い、滑稽にも見える様々な実状をつぶさに紙上に提示している文章 あった。
また、 この期間の四月二十三日には、 鈍武羅（ 「ドンブラ」














らパリ留学を勧められ、大正十二年二月に出発。昭和四年十二月の帰国まで七年近く滞在した 帰国後は、父保三郎が井上工業株式会社に改組してい 家業の取締役を務めるとともに、 自ら工芸運動を興 それを支え（父保三郎は、すでに、昭和 年 金融恐慌 受け 四 に高崎副業会創設させていた） 、商都高崎と周囲の農村部との関わ にも心を配り、高崎駅前通りの舗装、街並み整備にも貢献し、敗戦後も音楽運動 美術運動を支援 文化的パトロンとして多大な功績を残した。一方、農学校教諭 退職して羅須地人協会活動に入った宮沢賢治が、農家家計を支えるために種々の副業研究にも着目し、花壇設計などを介した地







したのを受けて郡立稗貫農学校教諭となって間もない頃、友人保阪嘉内にあ て、 「度々のお便り」にも無沙汰したことを詫び、 「何からかにからすっかり下等 なりました。 」と卑下するような身振りながら、 「しきりに書いて居ります。書いて居りまする。お目に け くも思ひます。愛国婦人といふ雑誌にやっと童話が一二篇出ました。一向いけ
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ません。学校で文芸を主張して居りまする。芝居やをどりを主張して居りまする。けむたがられて居りまする。笑はれて居りまする。授業がまづいので生徒にいやがられて居りまする。 」云々と書いている（推定十二月、日付不明） 。「愛国婦人」発表作は、十二月号と翌年一月号に分載された「雪渡り」だが、手紙はなかなか屈折 多い言い回しで、自己批評と自己 が入り交じり、受信人との関係も、また教員として歩き出したばかりの不慣れや緊張そのものをも反映しているようだ。農学校での「文芸」 、 「芝居やをどり」の「主張」というのも、教科、授業科目それ自体に即しているわけではないから、理解するには意外に難しいところがある。教え子たちの回想によれば、授業のまずさは、やがて、
教科内容を独自に精選すること、専門性の実際的適用、すなわち具体化と絞り込みによって、分か や くて高度な実践的内容を身につけさせ ものへ 変え 克服していったと見られるが、 「文芸」や「芝居やをどり」はどうだったのだろうか。
おそらくは、稗貫農学校当時の校風、教育の現状、基本
姿勢、根本精神に関 ことで、学校 生徒の雰囲気を形作るものに対する意 や主張に関わっていたのであろう。隣り合わせた花巻高等女学校の、より恵まれ 階層 家庭
から通う、年ごろの近い女学生を意識して劣等感などにうちひしがれがちだったことなどは、すぐに見て取れたはずで、移動や、集団行動に際して意気をあげるための「行進歌」や「応援歌」 、農業の営みの根本理念 象徴 、目には見えにくい理想に向かう姿勢を獲得させようとする「精神歌」の制作などは、手紙には書かれて なかった音楽をも融合させた「文芸」なるものの主張だったので なかろうか。「芝居」と「をどり」は、大正十年に家出して奉仕活動に従事していた日蓮宗在家団体であ 国柱会の主宰者田中智学も重視したものだから、発想としては関わりがあるかも知れない。 「行進歌」等を機関誌『天業民報』 投稿していることからもそれは伺える。とはいえ、具体的な現れは、田中の演劇が宗祖を題材にした歴史劇 宗教劇であり、踊りは日本舞踊だったのと比べれば、全く次元を異にしたものになっ たのである。宮沢賢治と演劇との関わりについても、拙稿「宮沢賢治
と演劇」 （前掲書所収）で詳述しており、参照い だければ幸いだが、生徒の回想によれば大正十一年の春に 英国皇太子の来日を題材 した寸劇が書かれ、 「饑餓陣営」の初稿「コミックオペレット『生産体操』 」 六月（表紙「 （一一・六・二〇・） 」の記載が残されている）に書かれ、
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やがて、十二年四月の甲種学校昇格・県立移管を受けた五月二十五日の県立花巻農学校開校記念行事として「植物医師」 「饑餓陣営」の上演となって実り、さらに翌大正十三年八月十日、十一日に昼夜二回にわたり花巻農学校講堂で「田園劇試演」 （自作の謄写版印刷招待券の記載による） 「饑餓陣営」 「植物医師」 「ポランの広場」 「種山ヶ原の夜」の四本立て公演を行うのである。上演に要した経費は全て賢治の自弁だったが、畠山栄一郎校長の挨拶、白藤慈秀教諭の劇梗概の紹介もあり 農学校あげて 催し 態をなし、翌年刊行 『花巻農学校校友会々報』二号（大正
14・
6） 「学
芸部便り」にも詳しく報告されていた。「田園劇試演」 の 「ポランの広場」 は、 草稿表紙ｂでは 「ファンタジー／ポランの広場／第二幕」 （ 『花巻農学校校友会々報』二号でもほぼ同様 紹介されている）と、白抜きレタリング文字で記されている。それ以前に書かれていた童話












四十日ばかり」たったある日の夕方、突然、ファリーズ小学校のその子どもがやってくる。やや乱暴な言葉遣いで硝石をほしがったりするうちに打ち解けてきて、月の満ち欠けや、ファリーズ小学校の算術などのファンタジックな会話をし、つめくさの花の「あかり」の説明から、花の「あかしの番号」 数えてたど つけるという「ポラ の広場」の探索 に進んで、昨夜 邪魔者、馬車別当や又三郎と交歓の話などになって、ファゼーロ（その名はチョッキに縫われた文字で知られた）は帰る。「三
　
ポランの広場」 は 「丁度五日目の火曜日の夕方」 、 「す












するなら、第一章と第二章をまとめたものに相当するのだろう。そして、野原での、質素で、粗末といってもいい衣服を飾り立てた衣装に変える魔法の部分を除いた上で、単なる衣装係が用意する立派な衣装による野外広場で パーティーと、山猫博士とファゼーロが決闘する「第二幕」に相当する一幕物に仕 て 威張り散らした山猫博士が逃げ去ったあとの葡萄園農夫の演説になり、他人と比べ合うような精神を乗り越えて、夜の銀河の微光に洗われ、野原のつめくさのあかりに照らされて、愉快 夏の祭を歌いあかそう、自然の光や宵闇や影が飾ってくれ と主張させて結ぶのである。まさしく、この結びを持つ劇「ポランの広場」は、農学校の田園劇にふさわしいものといっ よい。劇の草稿でも、ファゼーロがファリーズ小学校 生徒であることは変わらないが、野原 パーティ会場で最初に山猫博士と握手する紳士が、草稿の書き出しではファリーズ小学校の教師であったのを曠原紳士へと手入れして る（一部に「教師」で残った箇所もあるが） も、 農学校での「田園劇」に似つかわしく 意図を示していよう。
とはいえ、葡萄園農夫の発言内容は、何らかの徳義上の
精神を主張する形のもの あ て、気高 精神 現れではあるが、その意味では、童話「雪渡り」の中で 狐小学校の精神として生徒たちが声を合わせて叫ん いた「狐の生
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徒はうそ云ふな」 「狐の生徒はぬすまない」 「狐の生徒はそねまない」といった徳目と質を同じく る、教訓的な主張の提示に沿 形のものであった。
先にも記したように、実質的には花巻農学校あげての催











































注意・警告なのか、立件含み 「聴取」なのかははっきりしない）があり、それを踏まえて、活動が自粛され、集まりも不定期になったと 回想がある（伊藤克己による） 。二月には比較的多くの集まりの記録があり 三月に
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入ってのことかと推定されるが、確実な所は分かっていない。伊藤は花巻警察署長を二度務めており、これは、最初の大正十五年九月二十五日から昭和二年六月十八日までの間である 大正十四年の普通選挙法の公布によ 全国的に市町村議員を始めとして、無産政党の進出が始まったと、社会主義政党、非合法下 共産党の動向などを警戒する取り締まり当局の対応の一環だったろう。羅須地人協会と稗貫郡内の労農党（労働農民党。上部団体としての指導体制には、時期により右派、左派の主導権争いがある）の双方に関わ メンバーもあること、賢治自身が労農党稗和（あるいは稗貫）支部の活動に協力していたことから、聴取が行なわれたものと推察できる である。
花巻における賢治には、児童自由画展覧会の後ろ盾に
なってくれた人脈にうかがわれるようなも が ったから、取り締まり当局 予備的な注意喚起の段階を踏むようにさせたのかも知れないが、目立つ演劇活動は自粛を余儀なくされた。とはいえ、聴取による演劇の抑圧に、単純に自粛で屈服し と断ずるべきではない。六幕物の演劇（戯曲） 「ポランの広場」 、賢治の中で改めて組み替えがかられて、長篇童話＝少年小説への道を歩み始めることなったのだというべきなのである。もちろん 発表や表現の仕方への警戒心や慎重 が一層必要となる立場 なった
わけだから、残された草稿や発表原稿にもその影が落ちたにちがいないことを、我々も充分心に留める必要がある。
最終形の作中時間に、歴史上の「一九二七、 六、 二九」の
日付が使われている は 作品執筆 手入れの時期を枠付ける意味もあるが、また 「ポランの広場」や農学校での演劇などで示さ た、楽しい別世界としてのファンタジーとは位相を異にした 現実的な小説のベースに作品世界を位置 直したことをも示しているであろう。
本文研究としては、 先の童話、 少なくとも五章まではあっ
た「ポランの広場」に、 短篇「毒蛾」を差し挟み センダードの空間や、モリーオの中にも、野原と植物園などの他に警察署の空間をも立ち上がらせ、童話 ポランの広場」では別の機会にお話することにしていたイーハトーブの海岸での空間、そこでの出来事 描いて、地理空間の配
置（４）
や、






一年後、賢治は「東京ノート」と題 詩篇などを整理したノートに、 「一九二八、 六、 一〇、 」の日付 添えた詩篇「高架線」を収録している。その中に「ひかりかゞやく青ぞらのした／労農党は解散される」の詩句を書き記 た。これは、四月十日に田中義一内閣が安寧秩序をを害するものとして労働農民党および日本労働組合評議会、全日本無産者青年同盟の三団体に解散を命じた 受け のことである。一定の距離を保ちつつも、同伴す ごとくに羅須地人協会が境を接して活動していた労農党への解散命令は 公的な組織によらない自由な地位や活動など、とうてい許されるはずがない現実との争闘の険しさを 一層明らかにしたのである。そして、この夏 天候不順への対応等 過労から、第一回目の長 病床生活が始まり、羅須地人協会活動の中断を余儀なくされたのだった。
この病床生活の最中に、若い友人や知人の多くが逮捕・









して扱えなくもないレオーノ・キュースト ついても 種々の課題がある。冒頭の「レオーノ 誌」と「宮沢賢治・訳述」の問題とも関わる
（６）
。これも改めて論述する






た意図については先行論もあり、芸術の普遍性に繋ぐ にもうなずける点はあるが、 農民を主体とさせたい思いは （旧来のプロレタリア階級至上論ではなく） 、法華経湧出品の菩薩を農民に重ね 発想を秘めていたかも知れないとも思えるのである。
以上で「ポラーノの広場」論のためのメモをひとまず終
わる。注（１）
 宮沢賢治が羅須地人協会の活動に踏み出す際、どのような思想的な考えを抱いていたかを伺わせる資料として、大正十五年一月から花巻農学校を会場として開設された岩手国民高等学校での講義「 民芸術」の内容（受講者伊藤清一の受講ノートが残されている） 、およびそれと密接な関わりを持っていただろうと思われ 「農民芸術概














違えていたのではなかろうか。宮沢賢治聖人観への毒消しにしたい意図が含まれていた とも推測されるが、いずれにせよ、ちょっとの違いが大きな誤解を招きかねないので、付記し おく。また、花巻温泉の花壇設計に賢治が関わったことや「魔窟」の語を含む詩篇（ 「一〇三三
　
悪意」 ）を書いたことは確かだ 、経営者は盛岡の金田一国士。父政次廊が花巻温泉の経営に関わっ 、それを踏まえた作品だと氏が扱ったのも誤り これも、大沢温泉や西鉛温泉との縁や花巻電鉄などとの関わりを安易に花巻温泉と同一視したものであろう。
（２）



















 森荘已池「昭和六年七月七日の日記」 （ 『宮沢賢治の肖像』津軽書房、昭和
49・
10）
（６）
 語りをめぐる論及としては 小森陽一や押野武志らののがあるが、向きを変えて組み替える必要もあろう。
（くりはら
　
あつし・実践女子大学名誉教授）
